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佐々木  裕一

旧記念病院と新病院を
結ぶ川
三栄会広畑病院　院長

　

旧
ツ
カ
ザ
キ
記
念
病
院
が
南
車
崎
か
ら
夢
前
川
駅

前
に
移
転
し
ま
し
て一
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
移
転

当
初
は
バ
タ
バ
タ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

頑
張
り
の
お
か
げ
で
徐
々
に
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
お
り

ま
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
皆
様
方
も
御
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
旧

記
念
病
院
の
す
ぐ
西
側
に
水
尾
川
と
い
う
名
前
の

川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
私
は
散
歩
が
て
ら
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
た
り
草
花
を
愛
で
る
の
が
好
き

で
し
て
、
時
間
が
あ
れ
ば
旧
記
念
病
院
の
あ
た
り

か
ら
水
尾
川
沿
い
の
道
が
山
陽
本
線
で
遮
ら
れ
る

あ
た
り
ま
で
歩
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

水
尾
川
は
国
道
2
5
0
号
線
の
西
浜
橋
の
あ
た
り

で
夢
前
川
に
合
流
す
る
の
で
、
水
尾
川
沿
い
に
歩
い

て
ゆ
け
ば
広
畑
病
院
に
到
着
す
る
訳
で
す
。
地
図
で

見
て
み
る
と
、
い
つ
も
の
散
歩
道
の
三
倍
程
度
の
距

離
で
す
の
で
歩
い
て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。
主
に
遊

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
左
岸
を
メ
イ
ン
に
歩
い
て

ゆ
く
の
で
す
が
、
な
ん
と
広
畑
病
院
に
着
く
ま
で
信

号
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
姫
新
線
の
踏
切
を
超

え
て
新
幹
線
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
ま
す
。
山
陽
本
線

は
踏
切
を
超
え
た
あ
と
少
々
迂
回
し
ま
す
が
、
そ
の

あ
と
は
ず
っ
と
川
沿
い
の
遊
歩
道
で
す
。
山
陽
電
鉄

が
水
尾
川
を
越
え
る
あ
た
り
か
ら
は
山
陽
電
鉄
に

沿
っ
て
歩
い
て
夢
前
川
の
橋
を
超
え
る
と
広
畑
病
院

で
す
。
全
行
程
約
一
万
歩
。
時
間
に
し
て
1
時
間

15
分
程
度
で
約
5
、
6
㎞
く
ら
い
の
距
離
で
し
ょ

う
か
。

　

川
沿
い
で
は
通
年
色
々
な
雑
草
が
か
わ
い
い
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
カ
ラ

フ
ル
な
花
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
彩
や
か
な

ピ
ン
ク
色
の
ア
カ
バ
ナ
ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
、ス
カ
イ
ブ
ル
ー

の
ソ
ラ
イ
ロ
ア
サ
ガ
オ
、
濃
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
ル
バ

ル
コ
ウ
ソ
ウ
、
黄
色
い
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
な
ど
が

目
に
付
き
ま
す
。
冬
に
な
っ
て
も
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
が
元
気

に
小
さ
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

鳥
も
沢
山
の
種
類
が
観
察
で
き
ま
す
。
一
年
中
見

ら
れ
る
の
は
、
コ
サ
ギ
（
シ
ラ
サ
ギ
）、
ア
オ
サ
ギ
、

ゴ
イ
サ
ギ
、
カ
ワ
ウ
、
オ
オ
バ
ン
、
カ
ル
ガ
モ
、
ハ
ク

セ
キ
レ
イ
な
ど
で
す
。
冬
に
な
る
と
山
か
ら
降
り
て

く
る
鳥
や
渡
っ
て
く
る
鳥
で
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

フ
ラ
イ
ン
グ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
彩
や
か
な
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
対
比
が
美
し
い
カ
ワ

セ
ミ
を
は
じ
め
、
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
、
キ
セ
キ
レ
イ
、

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
な
ど
の
か
わ
い
い
鳥
た
ち
が
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
下
流
の
方
に
な
る
と
渡
っ

て
き
た
カ
モ
類
が
主
役
で
す
。
ヒ
ド
リ
ガ
モ
、
キ
ン

ク
ロ
ハ
ジ
ロ
、ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ
、コ
ガ
モ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
検
索
し
て
下
さ
い
。

ま
た
ヌ
ー
ト
リ
ア
と
い
う
6
0
ｃ
ｍ
く
ら
い
あ
る
巨
大

な
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
も
住
ん
で
い
ま
す
。
け
っ
こ
う
か
わ

い
い
で
す
。

　

広
畑
病
院
も
一
年
の
間
に
、
整
形
外
科
と
眼
科
、

脳
神
経
外
科
が
増
え
ま
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
も
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
通
所
リ
ハ
と
在
宅
事
業
所
が
移
転

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
本
を
皆
様
が
目
に
す
る
頃
に

は
在
宅
療
養
支
援
病
院
と
し
て
も
形
を
整
え
、
水
尾

川
沿
い
に
も
か
わ
い
い
花
が
沢
山
咲
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
二
年
目
も
心
を
新
た
に
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
然
を
愛
で
な
が
ら
散
歩
を
す
る
の
は
楽
し
い

で
す
し
、
な
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
な
り
ま
す
。
皆
様

方
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
水
尾
川
よ
り
も
も
っ
と
河
口
側

で
夢
前
川
と
合
流
す
る
船
場
川
も
お
勧
め
で
す
。
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化学合成によって作られる甘味料で、食品衛生法により使用が認められた食品添加物で、少量
で強い甘味を持つことから「高甘味度甘味料」と呼ばれることもあります。食品のカロリーを抑え
る低カロリー甘味料として活用されています。
上記の甘味料の分類からは、糖アルコールと合成甘味料が人工甘味料に該当します。

人工甘味料は、砂糖の何百倍もの甘味度があるため、
少量でも甘い味付けが可能です。

管理栄養
士の

つぶやき
人工甘味料
のご紹介

寒い冬が終わり、だんだんと温かく過ごしやすい季節となってまいりました。
そろそろ正月太り解消のためにダイエットを考えている方もいらっしゃるのではないでしょうか？

体型が気になり出したら、低カロリー食品や飲料などを使用するかたもいらっしゃるかもしれません。
今回は、そんなダイエットシーンでよく見かける人工甘味料についてご紹介します。

甘味料
とは

人工
甘味料
とは

食品に甘みを呈する成分で、糖質系甘味料と非糖質系甘味料の2種類に分けられます。

もともと自然界にある糖質を化学合成したもの

糖質系甘味料

糖アルコール

砂糖、でん粉由来の糖、その他の糖、糖アルコール

非糖質系甘味料 天然甘味料、合成甘味料

（例）キシリトール、ソルビトールなど
自然界に存在しない糖質を化学合成したもの

合成甘味料

（例）アスパルテーム、アセスルファムK、スクラロースなど

人工甘味料には
食品衛生法によって
1日当たりの摂取量が
定められています。

例えば、体重60kgの人だと
●アスパルテームは2.4g
●アセスルファムKは0.9g
●スクラロースは0.9g

これは、人工甘味料を含む
清涼飲料水を1日15本分程度で
一般的な摂取量であれば
超えることはなさそうですね

メリット人工甘味料の は？ デメリット人工甘味料の は？

人工甘味料にはブドウ糖が含まれていないため、
摂取しても血糖値やインスリン値が上昇しません。
そのため、人工甘味料は肥満や糖尿病の予防に有用と

考えられています。

食後の血糖値の上昇を抑えられる

摂取カロリーを抑えられる

虫歯の原因になりにくい
人工甘味料は虫歯菌の栄養にならないため、
虫歯の原因になりにくいとされています。

常用して人工甘味料の強い甘さに慣れてしまうと、
甘みを感じにくくなってしまう可能性があります。

食後に血糖値が上がらないのは人工甘味料のメリットですが、
食べたときの満足感が得られにくいため、

食欲増加につながりやすいと考えられています。

食欲増加につながりやすい

常用すると味覚が鈍くなる可能性がある

発がん性がある可能性がある
世界保健機関(WHO)はアスパルテームについて
発がん性の可能性があるという見解を示し、
さらなる研究が必要だとしています。

近年、健康意識の向上に伴い、人工甘味料を使用した食品がたくさん販売されています。
人工甘味料のメリット・デメリットを知ったうえで上手に使用したいものですね。
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能登半島
地震

　皆さま、こんにちは。教育支援室の城尾です。
私はこの度、2024年1月1日に能登半島で発生した【令和6年能登半島地震】の災害支援活動に
参加させていただきましたので、現地の内容を少しお伝えしたいと思います。

　今回の災害支援活動は先遣隊として、避難所の状況把握とアセスメントをするために1月6日・
7日の二日間、石川県珠洲市へ行くことになりました。

　1月6日に深夜1時に福井県を出発し、断水のためトイレが使用できなくなることから高松パー
キングで最後のトイレを済ませ、徳田大津インターから通行止めになっていたので、そこから下道で
珠洲市を目指しました。
そして、5時40分に災害拠点となる「珠洲市健康増進センター」に全員無事に到着しました。

　既に多くの支援チームが珠洲市に入っていましたが、ライフラインは上下水道が壊滅状態です。
また、電気は一部の地域のみ通っていましたが、ほとんど使えない状況でした。

教育支援室 部長  城尾  恵子

災害派遣記録
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　避難所の多くは小学校や中学校など教育機関の教室・体育館が役割を担い、200名から500名
の被災者が避難されている状況でした。断水のために当然トイレを使用することができず、まだまだ
インフラも整っていないので、支援物資を届ける動線の確保が困難となります。なので、仮設トイレ
もまだ十分配置されておらず、衛生的にも問題がある避難所がほとんどでした。
　また、避難所では地域住民が力を合わせて炊き出しが始まりだし、やっと暖かいものが食べられ
るようになりました。地域の方々は避難所の中の『自分の場所』でホッとした一息…でも遠いところ
に視線を向け、何かを考えている姿がとても心に残っています。

　一方、避難所の外では、倒壊した家屋を支援団体が自分たちの足で1件1件確認調査している
状況でした。 ●●が遅い！ △△が動いていない。 など悲しくなる言葉がメディアから聞こえて
きます。しかし、現地の被災者の方々も支援活動している団体も出来る限りの手立てを考え、そこに
あるものを工夫して活動しています。

　そんな中、地域住民の方々が道で出会う度に
「ありがとうございます」と頭を下げて挨拶をされます。
身が引き締まる思いと胸が熱くなり、「がんばろう！」と逆に元気を
もらえました。

最後に、今回の地震災害で被害に遭った皆様に心からお見舞い
申し上げます。
一日も早く元の生活ができることを
願っています。
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。西
館
5
階
病
棟

副
看
護
師
長
の
有
本
で
す
。

西
館
5
階
病
棟
は
昨
年
の
10
月
よ
り
整
形

外
科
病
棟
と
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ン
当
日
か
ら
毎
日
入
院
、手
術
と

慌
た
だ
し
い
日
々
で
し
た
が
、新
人
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
ま
で一生
懸
命
助
け
合
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
西
館
5
階
か
ら
の
景
色

は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。朝
日
や
夕
日
、特

に
夜
景
は
お
ス
ス
メ
で
す
。変
わ
り
ゆ
く

季
節
も
感
じ
ら
れ
る
病
棟
で
、患
者
さ
ん

の
心
の
癒
し
に
も
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

入
院
す
る
と
外
の
景
色
が
見
え
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
が
、西
館
５
階
で
は
景
色
を

見
る
こ
と
で
前
を
向
け
、上
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

西
館
５
階
の
看
護
師
た
ち
は
、術
前

術
後
の
看
護
や
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

看
護
な
ど
、患
者
さ
ん
が
満
足
で
き
る

ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
多
職
種
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
の
勉
強
会
や
、地
域

医
療
連
携
室
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

開
催
し
、患
者
さ
ん
と
ご
家
族
が
安
心
し

て
日
常
を
過
ご
せ
る
よ
う
退
院
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
館
５
階
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
半
年

が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、患
者

さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。な
か
に
は
厳
し
い
ご
指
摘
も

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、一つ
ひ
と
つ
を
真

摯
に
受
け
止
め
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
良
い
病
棟
作
り
の
た
め
ス
タ
ッ
フ

み
ん
な
で
心
を
あ
わ
せ
、患
者
さ
ん
の
気

持
ち
に
寄
り
添
え
る
病
棟
、仲
間
を
思
い

や
れ
る
病
棟
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
ス
テ
キ
な
景
色
に
ま
け
な
い
よ
う

ス
タ
ッ
フ一同
一
丸
と
な
っ
て
、地
域
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
医
療
・
看
護
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西館5階病棟は昨年の10月より整形外科病棟として
オープンいたしました。

有本  真智子ツカザキ病院
西館5階病棟 副看護師長

看護だより 1
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三
栄
会
広
畑
病
院
は
２
０
２
３
年
２
月

１
日
に
広
畑
の
地
に
開
院
し
、は
や
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。開
院
に
伴
い
、当
院
に

は
、新
た
に
入
退
院
支
援
室
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
院
の
役
割
と
し
て
広
畑
地
区
や
周
辺

の
住
民
の
皆
様
の
医
療
を
支
え
る
こ
と
が

使
命
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は

ツ
カ
ザ
キ
病
院
と
緊
密
な
連
携
を
は
か

る
こ
と
、ま
た
近
隣
の
医
療
機
関
や
基
幹

病
院
と
の
積
極
的
な
連
携
を
は
か
り
、

地
域
密
着
型
の
医
療
を
展
開
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
と
し
て
ツ
カ
ザ
キ
病
院
で
の

急
性
期
治
療
が
終
わ
り
、継
続
治
療
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
当
院
へ
の

入
院
が
決
定
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、早
期
に
安
全
に
安
心
し
て
当
院
に
入

院
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、ツ
カ
ザ
キ

病
院
、広
畑
病
院
内
の
多
職
種
と
タ
イ
ム

リ
ー
に
連
絡
を
と
っ
て
い
ま
す
。入
院
日

時
の
調
整
を
行
い
、病
状
や
生
活
背
景

な
ど
、当
院
で
の
入
院
治
療
や
退
院
後

の
生
活
に
関
係
す
る
事
項
を
確
認
し
、

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
医
療
・

看
護
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
活
動

し
て
い
ま
す
。入
院
日
に
患
者
さ
ん
が

到
着
さ
れ
た
時
に
は
、す
ぐ
に
対
応
し

安
全
に
病
棟
に
入
院
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、入
院
が
決
ま
ら
れ
た
予
定
入
院

の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、不
安
を
軽
減
し

入
院
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
入
院

前
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。不
安
な
思
い

を
傾
聴
し
、治
療
目
的
に
沿
っ
た
入
院
生

活
の
説
明
や
書
類
の
説
明
、身
体
状
況
の

確
認
や
介
護
保
険
の
利
用
状
況
、入
院
前

の
生
活
状
態
、退
院
後
の
生
活
に
影
響

す
る
情
報
な
ど
、幅
広
く
聞
き
取
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。収
集
し
た
情
報
を
も
と

に
多
職
種
と
連
携
し
、入
院
前
か
ら
退
院

後
の
生
活
を
見
据
え
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

入
退
院
支
援
室
の
メ
ン
バ
ー
は
今
年

１
月
よ
り
看
護
師
２
名
か
ら
看
護
師
３
名

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
業
務
状
況
が
安
定
す
れ
ば
、様
々

な
相
談
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

お
話
を
伺
い
、必
要
時
は
専
門
職
と
連
携

し
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

入
退
院
支
援
室
の
場
所
は
１
階
受
付

の
並
び
に
あ
り
ま
す
が
、少
し
奥
ま
っ
た

場
所
に
あ
り
分
か
り
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。

ド
ア
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

三栄会広畑病院 入退院支援室について
三栄会広畑病院

入退院支援室　看護師

2看護だより
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ツカザキ
在宅事業部

所長　長政祐生

　2025年問題とは、団塊世代が後期高齢者となることで、社会保障費の負担増や人材不足

が深刻化する問題のことを言いますが、来る2025年に向けて、国としては医療分野では「地域

医療構想」による病床の機能分化、介護分野では「地域包括ケアシステムの構築」として、可能な

限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることが出来るようにサービス

提供体制の確立を目指しています。

　新たなケアシステムを構築し、地域医療構想の実現を図るためには、医療（病院）と介護（地域）

をつなぐ効果的で、効率性の高い医療情報の連携が前提となり、すでに多くの自治体でもICT

システムを用いた医療情報に関する情報連携が試みられてきています。現状は医療介護連携

システムの確立には、多職種が必要とする情報や、情報の重要度に差があることで、タイムリー

かつ簡便に運用するには課題が多いとされています。

このような背景には、高齢化とともに多疾患併存（以下：マルチモビディティ）患者が増加して

いることが原因の1つと考えられています。

『2025年問題』ということを
お聞きになったことはありますでしょうか？
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ツカザキ病院は高度急性期、救急医療機能、三栄会広畑病院は
回復期機能と機能分化が進んでおり、在宅事業部としても、
法人内病院との医療介護連携は基より、介護保険サービスを
中心にご利用者の方々の在宅生活を支えるという使命を
持ち、今後も地域の皆さんのお役に立てればと考えて
おります。

　あまり聞きなれないかもしれませんが、マルチモビディティとは

「複数の主たる慢性疾患を有する状態」を指します。

例えば、2型糖尿病、慢性心不全、骨粗鬆症、認知症、変形性膝関節症のように

「複数の主たる慢性疾患を有する状態」です。

私ども、訪問看護ステーションをはじめとする在宅事業部でも、

日常的に様々な疾患のご利用者の方がおられますが、

その中でもマルチモビディティの方も増加している印象です。

さらに、在宅場面では「老々介護」「独居」のような家庭の問題も抱えられたケースなど

社会的背景も複雑化している状況も多く、介護分野を支える側としては、

ご利用者の方の疾病だけ見るような狭義な視点だけではなく、

「地域包括ケアシステムの構築」のテーマで謳われる、

「可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることが出来る」

為には、私たちのような介護サービス提供側もどうあるべきかといった

広義な視点を持つことが求められていると感じています。

マルチモビディティとは…？
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は
じ
め
ま
し
て
。2
0
2
4
年
1
月
か
ら
ツ
カ
ザ
キ
病
院

S
C
U
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、看
護
師
の
坂
上
真
成
と
申

し
ま
す
。以
前
は
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の

あ
る
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。急
性
期
看
護
に
つ
い
て

学
び
を
深
め
、知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
ツ
カ
ザ

キ
病
院
に
入
職
い
た
し
ま
し
た
。急
性
期
病
院
は
初
め
て
の

領
域
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、先
輩
方
に
丁
寧
に
ご
指
導

い
た
だ
き
な
が
ら
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
S
C
U（
S
t
r
o
k
e 

C
a
r
e 

U
n
i
t
）は
脳
卒

中（
脳
梗
塞・脳
出
血・く
も
膜
下
出
血
）の
急
性
期
に
対
す
る

治
療
を
行
う
脳
卒
中
専
門
の
集
中
治
療
室
で
す
。脳
卒
中
に

よ
り
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
生
活
は
大
き
く
変
化
す
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。私
は
、

そ
ん
な
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
治
療
に
臨
め
る

よ
う
な
看
護
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、患
者
さ
ん
の
小
さ
な

異
変
に
気
付
き
、迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
学
び
を
深
め

日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
12
月
よ
り
ツ
カ
ザ
キ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
網
干

に
理
学
療
法
士
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、橋
本
誠
と
申
し
ま
す
。

前
職
で
は
、回
復
期
・
維
持
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
勤
務

し
、様
々
な
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

自
宅
へ
退
院
後
に
状
態
が
悪
化
し
再
入
院
を
繰
り
返
す
患
者
さ
ん
を

た
く
さ
ん
目
に
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、自
宅
へ
退
院
し
た
患
者
さ
ん
が

安
心
し
て
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
在
宅
医
療
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
私
は
学
生
時
代
に
実
習
で
ツ
カ
ザ
キ
病
院
に
お
世
話
に
な
り
、

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
学
び
、当
時
か
ら
ツ
カ
ザ
キ
病
院
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

自
身
の
ス
キ
ル
向
上
と
成
長
に
最
適
な
環
境
で
あ
る
と
思
い
、転
職
を

決
め
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、利
用
者
様
が
在
宅
生
活
を
笑
顔
で
安
心

し
て
過
ご
し
て
い
け
る
支
援
を
行
い
、当
施
設
の
顔
と
な
る
理
学

療
法
士
に
な
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

introduction of staff

キラッと輝
く

ツ
カ
ザ
キ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
網
干

理
学
療
法
士
　
橋
本
　
誠

ツ
カ
ザ
キ
病
院
　
S
C
U

看
護
師
　
坂
上
　
真
成

職員紹介
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２
０
２
３
年
１２
月
よ
り
医
局
支
援
課
に
て
医
局
秘
書

を
務
め
て
お
り
ま
す
、𠮷
村
美
佐
と
申
し
ま
す
。

　

前
職
で
は
、医
療
機
関
で
受
付
職
員
と
し
て
働
い
て

お
り
、受
付
や
電
話
対
応
、お
会
計
な
ど
、主
に
接
客

メ
イ
ン
の
仕
事
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。現
在
の

医
局
秘
書
の
業
務
は
、主
に
医
師
の
事
務
処
理
の
サ

ポ
ー
ト
や
労
務
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、医
師
が
医
師

に
し
か
行
え
な
い
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う
、細
や
か
な

気
配
り
や
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
確
実
な
事
務
処
理
能
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

事
務
処
理
の
業
務
は
ほ
ぼ
未
経
験
で
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、ま
だ
ま
だ
日
々
の
仕
事
に
慣
れ
る
途
中

で
す
が
、上
司
や
先
輩
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
業
務
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
直
接
関
わ
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、先
生

方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
、よ
り
質
の
高
い
医
療
を

患
者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、１
日
で
も

早
く
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
頑
張
り

ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。２
０
２
４
年
１
月
よ
り
三
栄
会
広
畑
病
院

透
析
室
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
長
谷
川
実
沙

と
申
し
ま
す
。

　
以
前
は
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、脳
神
経
外
科
病
院
で
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
が
、転
職
を
機
に
患
者
さ
ん
と
１
対
１
で
時
間
を

か
け
て
密
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
継
続
し
た
看
護
が

行
え
る
透
析
室
を
希
望
し
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

慢
性
腎
不
全
な
ど
に
よ
り
透
析
が
必
要
と
な
っ
た
患
者
さ
ん

は
、長
期
に
わ
た
る
透
析
治
療
が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
ん
な
患
者

さ
ん
の
健
康
管
理
や
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
、ま
た
心
の
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
看
護
師
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。透
析

業
務
は
未
経
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、先
輩
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、

一つ
ず
つ
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

２
０
２
4
年
1
月
よ
り
三
栄
会
広
畑
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、理
学
療
法
士
の
永
田
航
士

と
申
し
ま
す
。

以
前
は
同
じ
姫
路
市
内
の
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
、回
復
期
、

通
所
、訪
問
の
リ
ハ
ビ
リ
を
少
し
ず
つ
で
す
が
経
験
し
て
き
ま

し
た
。

　

当
院
の
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、入
院
前
の
日
常
生
活
動
作

が
再
度
送
れ
る
よ
う
機
能
回
復
及
び
更
な
る
能
力
の
獲
得
に

向
け
て
多
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
に
関
わ
ら
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
自
宅
復
帰
出
来
る
よ
う
環
境
設
定
等

に
も
関
わ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ
て
、沢
山
の
方
々
と
話
し
を
す
る
機
会
が

あ
る
た
め
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
関
わ
り
方
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。信
頼
関
係
の
構
築
が

出
来
る
よ
う
知
識
・
技
術
の
向
上
に
向
け
て
自
己
研
鑽
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
だ
3
年
目
と
経
験
は
浅
い

た
め
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ツ
カ
ザ
キ
病
院
　
医
局
支
援
課

医
局
秘
書
　
𠮷
村
　
美
佐

三
栄
会
広
畑
病
院
　
透
析
室

看
護
師
　
長
谷
川
　
実
沙

三
栄
会
広
畑
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

理
学
療
法
士
　
永
田
　
航
士
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第
1
回
膝
関
節
学
会

発
表

岡
﨑　
史
郎

9
日

◎
三
栄
会
広
畑
病
院

12
月

学会発表

第
39
回
日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療
学
会

第
25
回
日
本
救
急
看
護
学
会
学
術
集
会

The 8th Asia Pacific Tele-Ophthalmology Society Symposium

The 8th Asia Pacific Tele-Ophthalmology Society Symposium

第
22
回
呼
吸
器
胸
腔
鏡
手
術
研
究
会

第
36
回
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会

第
36
回
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会

Bioengineering

第
136
回
日
本
循
環
器
学
会
近
畿
地
方
大
会

日
本
経
頭
蓋
M
R
ガ
イ
ド
下
集
束
超
音
波
治
療
研
究
会

あ
た
ら
し
い
眼
科
　
V
o
l.
40

Cureus

37th Singapore M
alaysia Joint M

eeting in Ophthalmology

兵
庫
県
看
護
協
会
　
西
播
支
部
看
護
実
践
報
告
会

兵
庫
県
看
護
協
会
　
西
播
支
部
看
護
実
践
報
告
会

兵
庫
県
看
護
協
会
　
西
播
支
部
看
護
実
践
報
告
会

第
45
回
日
本
病
院
薬
剤
師
会
　
近
畿
学
術
大
会

第
45
回
日
本
病
院
薬
剤
師
会
　
近
畿
学
術
大
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

掲
載

発
表

発
表

掲
載

掲
載

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

発
表

下
本
地　
航

山
口　
美
紀

田
淵　
仁
志

永
里　
大
祐

常
塚　
宣
男

常
塚　
宣
男

伊
藤　
得
路

田
淵　
仁
志

萩
倉　
新

那
覇　
弘
夢

清
水　
有
紀
子

涌
田　
寛
之

永
里　
大

難
波　
千
穂

香
山　
純
子

和
泉　
弥
生

井
上　
潤
一

𠮷
田　
麻
乃

小
峯　
結
萌

酒
井　
華
穂

藤
尾　
陸
也

林　
　
史
織

坂
田　
龍
人

井
谷　
光
志

高
尾　
誠

堀
江　
真
由

23
日

24
日

1
日

2
日

6
日

9
日

9
日

15
日

16
日

16
日

22
日

1
日

19
日

27
日

27
日

27
日

28
日

28
日

28
日

28
日

28
日

28
日

28
日

28
日

28
日

28
日

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

令
和
5
年
度
　
兵
庫
県
理
学
療
法
士
会
　
中
播
磨
支
部
新
人
発
表
会

大
﨑　
遥
介

金
丸　
虎
太
郎

坂
口　
浩
平

髙
田　
龍
馬

新
田　
玲
央

28
日

28
日

28
日

28
日

28
日

◎
ツ
カ
ザ
キ
病
院

11
月

12
月

1
月

1
月



患　者　様　の　権　利

１．あなたは、宗教・思想・国籍その他の個人的な背景にこだわらず、平等に医療を受けること
が出来ます。

１．あなたは、医療の内容について、あなたが理解できるように説明を受け、又あなたの希望を
述べることによって、十分な納得と同意の上で、適切な医療を受けることができます。

１．あなたが他の診療科や病院の医師に意見を求めたい場合、他の医療機関、施設に移りた
い場合は、ご遠慮なくお申し出下さい。その場合は、必要な情報をご提供いたします。

１．私たちが医療上知り得たあなたの個人情報は保護されます。

１．私たちは患者様の人生が最後まで豊かでありますように、可能な限り努力します。

１．皆様に気持ちよく療養して頂く為にも院内の規則を守るなど、ご協力をお願い致します。

患者様・ご家族の皆様へ
当院では、 皆様のご意見や苦情などをお受けする “意見箱” を外来・病棟に設置しております。

どのようなご意見でもいただければ幸いです。
皆様のご意見を尊重させていただき、 改善への参考にさせていただきます。

１、医療は患者のためにあるという

信念をもって生命の尊重と人間

愛を基本とし、地域医療に奉仕

する。

２、医療人として学識、技術の錬磨

に励み、人間的にも自己研鑽を

怠らず、相協調して医療の高揚

に努める。

３、職員相互の人格を尊重し、経営

の安定の下に、進取の気性を

もってことに当る。

１、病院の目指す理念に沿って地域社会の変動、医療の

進歩に伴い、その要請に応じた看護を提供する。

　　常に相手の立場に立ち、その信条、人格、生活、権

利を尊重する。

　　　患者のもつ潜在治癒力を最高に引き出す努力と

個々のニーズに応じた看護を提供する。

２、専門職として常に看護の本質を追及し、科学的、創

造的、かつ主体的に学習し、臨床の場は常に教育の

場であることを認識して行動する。

３、当院の看護師として、誇りを持ち心身の自己管理と

保持増進に努め、自己の能力の開発に努力して、品

性を高める責任を担う。

看護部の理念三 栄 会 理 念
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